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〔普及の現場から〕  

「津山地域におけるイネＷＣＳ生産１０年の歩み」 
                                             津山農業普及指導津山農業普及指導津山農業普及指導津山農業普及指導センターセンターセンターセンター    

津山地域では、平成１２年からＷＣＳ用イネの

栽培が始まり、平成２２年で１０年がたちまし

た。平成２２年の作付け面積は６８．４ｈａに達

し、県下有数のイネＷＣＳ産地となっています。 

農政の手厚い助成があったとはいえ、ここまでの

広がりを見せた背景には、地域リーダーの存在

や、おかやま酪農協（当初はホクラク）の存在が

ありました。 

そこで、今回は１０年を区切りとして、これまで

の取り組み経過について紹介したいと思います。 

    

１１１１    創始期創始期創始期創始期（（（（平成平成平成平成１２１２１２１２年年年年～～～～１３１３１３１３年年年年））））    

津山市綾部地区において、試験的栽培を開始し

ました。青刈りイネからＷＣＳ用イネに転換

し、品種は「コシヒカリ」で、生産農家１戸と

利用農家１戸からスタートしました。 

この時期から品種選定も始まり、１）多収、２）

耐倒伏性、３）堆肥の有効利用の３点にポイン

トが置かれました。 

    

２２２２    生産推進期生産推進期生産推進期生産推進期（（（（平成平成平成平成１４１４１４１４年年年年～～～～１８１８１８１８年年年年））））    

（１）栽培ほ場の団地化 

 栽培地域の団地化への取り組みが始まりま

した。栽培ほ場はできるだけ１ｈａ以上の団地 

化を行うことで、効率よい生産利用を目指しま

した。 

（２）収穫体制確立 

平成１５年には、おかやま酪農協（当時はホ

クラク）が国内１号機となる専用収穫機（細 

断長１５㎝）を導入し、栽培面積拡大に対応し

た収穫体系が確立されました。これを機に、栽

培面積が一気に拡大していきました。収穫作業

は、津山地域飼料生産コントラクター組合（平

成１０年設立、事務局：おかやま酪農協）が担

うこととなりました。 

（３）地域リーダーが誕生 

 綾部地区から始まったイネＷＣＳ生産です

が、各地域に栽培が広がり、それぞれの地域に

リーダーが誕生し、生産と利用の推進体制が確

立していきました。 

（４）専用品種「ホシアオバ」の導入 

 綾部地区で、津山地域に適合した専用品種の

選定試験を行った結果、「ホシアオバ」がふさ

わしいという結論になりました。 

 

３３３３    安定生産拡大期安定生産拡大期安定生産拡大期安定生産拡大期（（（（平成平成平成平成１９１９１９１９年年年年～）～）～）～）    

（１）津山地域飼料稲生産利用研究会を設立  

平成１９年７月、津山地域のＷＣＳ用イネにお

ける耕畜連携の円滑な推進を目的として、津山

地域飼料稲生産利用研究会が設立されました。

生産農家３９名、利用農家８名でスタートし、

それぞれ生産部会、利用部会を開催しながら、

栽培技術や品質、牛への給与方法などについて

研修、情報交換などを行っています。原則、全

ての生産農家、利用農家が会員となっていま

す。 

（平成２３年２月現在、生産農家；８８名＋

４組織、利用農家３０名） 

（２）おかやま酪農協が専用収穫機改良型を導入 

 ２台目の専用収穫機（１号機の改良型）が導

入されました。 

（３）平成２１年、新たな作業受託組織が設立 

  酪農家３名で組織された作業受託組織（（株）

アグリアシストシステム）が平成２１年４月に

発足、汎用型飼料収穫機を導入し県下全域の飼

料作物の収穫を請け負いました。 

（４）５台体制による津山地域収穫作業 

  平成２２年度には、（株）アグリアシストシ

ステムが２台目となる汎用型収穫機を導入し、

これにより津山地域のイネＷＣＳの収穫作業



岡山畜産便岡山畜産便岡山畜産便岡山畜産便りりりり2011.032011.032011.032011.03    

は、県南の収穫作業受託組織（アグリライフ岡

山）と併せて５台体制で、６８．４ha を収穫

しました。 

 

４４４４    これからこれからこれからこれから    

（１）期待のＷＣＳ用イネ新品種「たちすずか」

導入へ 

  来年度から、高糖分ＷＣＳ用イネの新品種

「たちすずか」が導入されます。地域内での生

産、流通は綾部飼料稲生産組合が行う予定で、

畜産農家にとって、より利用価値の高いイネＷ

ＣＳの流通が期待されています。 

（２）関係機関の支援体制確立へ（別表参照） 

  現在の支援体制は以下のようになっていま

す。 

ア 円滑な栽培推進のための情報収集・調整 

  地域水田農業推進協議会（市町村・Ｊ

Ａ）、津山地域農業振興技術者連絡協議会 

イ 栽培技術支援、利用技術支援 

農業普及指導センター、おかやま酪農協 

ウ 巡回・調査 

  津山地域農業振興技術者連絡協議会 

エ 安定生産のための収穫利用調整 

津山地域飼料稲生産コントラクター組

合（事務局：おかやま酪農協） 

オ 需要量調査、利用推進 

おかやま酪農協、ＪＡ津山 

今後も引き続き、同体制を維持しつつ、関係

機関と情報の共有化を図りながら連携強 

化を図っていきます。 

（３）マッチング会議を開催 

  新たな動きとして、平成２３年度作付けに向

けた、マッチング会議が各地域で開催さ 

れました。これは、良質で安定的にイネＷＣ

Ｓが流通するために、地域水田協が中心 

となって行ったもので、利用供給協定を結ん

でいる耕種農家と利用農家が相対し次年 

度作付けに向け協議しました。 

協議内容は、必要ロール数、栽培面積、栽培

品種、収穫機、ロール持ち出し時期、堆 

肥散布時期などについてです。 

 

今後、更なる飼料高騰が予想される中、イネＷ

ＣＳの需要が高まる可能性がありますが、イネＷ

ＣＳの安定流通には双方の信頼関係が最も重要

です。 

良質なイネＷＣＳを利用農家がいつでも安心

して利用できるようにするため、生産農家の技術

向上、品種選定、受託組織との調整、利用推進等

について関係機関がより連携を強化して支援し

ていく予定です。 

     

           

 

   

                      

                      

      

 

                 

 

 

 

         

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関係機関によるほ場巡回 

マッチング会議 
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新品種「たちすずか」 

おか酪便り(平成１４年９月号) 

別表 


